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　　　　　　　　 【問題と目的】

　人間の言語や認知に対する現代の行動分析的説明
を提供するため，関係フ レ

ー
ム理論 （RF

，r）が提唱さ
れて い る （Hayes　et　a上，2001）。 RFr では，人間の

言語や認知の中核的な特徴と して ，複数の鋼激を恣意
的に関係づける能力を指摘しており，派生的刺激関係
の成立に注目して い る。 そして，派生的刺激関係の 成
立に必要な変数を実験的に検討 し， 訂1鰊 中に同類や反

対とい っ た刺激関係を表す刺激が含まれるこ との 重
要性を指摘 して い る （CUIIinan　et　aL ，2001） 。

　この ような知見をうけ，RFT研究では刺激関係の 成
立を目的とした jltwが用い られて い るが，訓練のタイ
プは 2つ に大別される 。 両タイプとも訓練におい て，
刺激関係を示す刺激 関係づけられ る 2つ の刺激が調
練中に提示され るが，刺激の用い られ方が異なる。 1
つ 目は関係訓鰊 と呼ばれ ， 刺激関係を示す刺激を文脈
手がか り，関係づけられる 2つ の刺激の うちの

一
方を

見本刺激 もう一方を比較刺激に含めるタイプである。

2つ 目はREP （Re盈硅onal 　Evaluabon　Pr  edure ）
と呼ばれ 関係づ けられる 2 つ の刺激を見本刺激 刺
激関係を示す刺激を反応選択肢とした タイプである 。

両タイプとも， 耄騰 亅激関係を成立させることは示
されて い るものの，その効果の違い につ い て検討した

研究は これまでになされてい ない 。

　そ こ で本研究は，2つ の訓練の タイプが派生的刺激
関係の成立に及ぼす効果を検討するこ ととする。
　　　　　　　　　 【方 法】
参加者 ：RFrや刺激等価性に関する知識のない

， 大学
生 ・大学院生26名が実験に参加した 。 参加者は関係訓
練群 （13名），REP 群 （13名）に群分けされた。

装 置 ：実験課題はすべ てPsyScope（〔めhen　et　al．
，

1993）を用い て作成し，
Apple社製PC で実施した 。

刺激 ：刺激関係を示す刺激として
“
同類

’
と

“
反対

”

とい う単語を ， 関係づけられる刺激はアル フ ァベ ッ ト

3文字の無意1 味つ づ りとした （CUG など）。

手続き ：すべ て の参加者に対して ， まず実験に関する

イン フ ォ
ーム ド・

コ ンセン トを行っ た。 そして，関係
訓練群には関係訓練 とテス ト，REP 群にはREP とテ

ス トをそれぞれ実施した。
  閲孫訓練 ・テ ス F ’関係訓練の 各試行では ， 画面
上部に刺激関係を示す 2種類の単語の うち 1つ を ， 画
面中央に見本刺激を，画面下部に 3つ の見本刺激を呈

示 した 。 参加者は，画面上部と中央に呈示された 2つ

の 刺激を見て ， 比較刺激の申の 1つを選ぶよ う求め ら
れた 。 4種類の試行タイプが用意され ， 1ブロ ッ クで

は各試行タイ プを 4 施行ずつ 合計16試行訓練が実施
された。1ブロ ッ ク内で 14試行以上正反応を示した場
合，毛融 倒激関係のテス トが実施された。テス トで

は，訓練された 4つ の刺激関係に基づ く8種類の派生

的刺激関係がテス トされた 。 テス トは各刺激関係を 2
試行ずつ 合計16試行実施し， 14試行以上の正反応で課
題は終了とされた 。 14試行未満の正反応であっ た場合
は，再醐 1鰊に戻り劼鰊 とテス トが繰り返された 。

  胛 ・テ ス A ’REP の 各試行では ， 画面の上部と中
央に見本刺激を，画面の下部の左右に反応選択肢とし

て刺激関係を示す 2種類の単語を呈示した。 参加者は，

見本刺激のセ ッ トを見て，2 つ の反応選択肢の どちら

かを選ぶよう求められた。 テス トでは， 訓練された 4
つ の刺激関係に基づ く8種類の派生的刺激関係がテ

ス トされた。 訓鰊およびテス トの試行数 達成基準は

関係訓練群と同様であっ た 。

　　　　　　　　 【結果 と考察】

　Table1に関係訓練群とREP 群における，派生的刺
激関係の テス トを達成 したものの人数 および，達成
までに要した訓練時の 試行数を示す 。 群による達成者
数に差があるか検討するため ，

Ylisherの検定を行 っ た。
その結果，群による有意な差は確認されなか っ た。 ま
た，群による派生的刺激関係の成立までに要する訓練
試行数に差があるか検討するため，t検定を実施した。

その 結果 ， 両群に有意な差は認められなか っ た （t　（2
2）＝．11，n ．s．）。 これらの結果か ら，2 つ の 訓練タイ
プが派生的剃激関係の 成立に 及ぼす効果に は ， 有意な

違い は認められない こ とが明らかにされた 。

　本研究の結果から， 刺激関係を示す刺激を文脈手が
かりとして用 い ても，反応選択肢として用い て も，派
生的刺激関係が成立 し， 説練試行の中に含まれるこ と
が重要である こ とが示唆される。 しか しなが ら，本研
究は先行研究同様，すでに派生的関係反応が確立して

い る者を対象として い る こ とか ら， 言語行動が未発達
な児童などを対象 とした場合，どちらの訓練タイプが

有効であるかどうかは明らかにされて い ない 。 今後
更なる検討が必要である と考え られる。

Tabb　1　各群 の 訓繍結果

〃 達成者数　　達成まで の試行数

RT薜　　　13

REP 群　　 13

1113 112 ．00（　63，20）

109．53（45．18）
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